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高齢運転者の多くは，事故の危険性を感じながらも，運転を行う生活によって生活基盤が構築されている

場合には，免許返納を行うことに対しては，多くの抵抗が存在する．これはどのような地域に住んでいて，

どのような態度であるかによって大きく影響されると考えられる．そこで，本研究では，茨城県を対象に

更新者と返納者に対して行われた類似の調査をもとに，何が免許返納に影響を与えているのかを検証した．

その結果地域環境は，外出頻度に影響を与え，それが健康自己評価を通じて免許返納に影響を与えている

ことが明らかになった．さらには，運転時の危険性に対する態度が免許返納に関連することも明らかにな

った．これらの結果から，居住地域の特性に応じて安全施策を調整することが望ましいと結論付けた． 
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1. はじめに 

 

 我が国では，高齢化が進行している．総人口に占め

る 65歳以上の高齢者の割合は，令和 2年 10月 1日の時

点で 28.8％である 1)．高齢化は運転者においても同様に

進行している．70 歳以上の免許保有者の割合は，令和

元年の時点では 14.6%で，平成 12 年の 4.9％に比べて約

3 倍になっており 2)，高齢運転者の割合は急激に増加し

ているといえる．また，高齢者によって引き起こされた

交通事故も社会問題になっている．令和 3年における免

許保有人口 10 万人当たりの死亡事故件数は，75 歳未満

の運転者によるものが 1.2件であったのに対して，75歳

以上によるものは 2.6 件であった 3)．このことから，高

齢運転者に増加に伴って，高齢運転者が関係する死亡事

故が増加している． 

これらの背景を受けて，我が国では平成 10 年度から

運転免許返納制度が導入されている．返納後に身分証明

書として使える運転経歴証明書が交付され，バスやタク

シーの運賃の割引などの支援している自治体も多い．こ

のように返納後の生活に不便が少なくなるような工夫も

されているが，令和 2年の運転経歴証明書の発行件数は

49.6万件と高齢免許保有者の 1907万人に比べ少なく 4)，

免許の自主返納はそれほど進んでいない．このような現

状には，代替的な移動手段がないなど，免許を返納して

しまうことで生活に不便が生じてしまうことにより，返

納したくてもすることができない高齢運転者も数多くい

ると考えられる． 

そこで，本研究では高齢運転免許更新者と返納者の置

かれている地域の交通環境や，意識の違いなどを明らか

にし，どの要因が免許返納と関連しているのかを明らか

にすることを目的とする． 

 

 

2. 既存研究と本研究の位置づけ 

 

(1) 既存研究のレビュー 

これまでも多くの高齢者の運転に関しての研究流され

てきており，その蓄積は大きい．例えば，山本ら 5)は，

岡山県において高齢運転免許保有者・返納者を対象にア

ンケート調査を行い，両者を比較し共分散構造分析を行

うことで，免許の保有・返納に影響を与える要因を把握

した．その結果，公共交通機関が充実している，スーパ

ーや病院に近いなど，利便性が高いことで返納すること

が出来ることが明らかになった．一方，不便な地域にお
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いても，加齢や健康状態の悪化など，自身の衰えを感じ

ることで返納に向かうことも分かった．内田ら 6)は，岡

山県高梁市の中山間地域を対象地域として，居住者の免

許返納意向を調査した．居住地区分に着目すると，限界

集落において返納意向の時期が早いことが示された．こ

れは，各種施設までの距離が長かったり，標高が高い山

間部に集落が形成されていたりする点が，自動車運転の

負担になっていると考察した．また，バス停までの距離

やバスの運行本数など，バスのサービスレベルも返納意

向の時期に影響を与えていることが示された．元田ら 7)

は，70 歳以上の運転者を対象としたアンケートを実施

し，自己の運転評価と免許返納意識の関連を分析した．

その結果，自己の運転への評価が高いほど，運転免許返

納意向が低いことが分かった．一方，高齢者は運転への

自己評価が高い傾向も指摘されていることから，適切で

あるとは言えないと指摘した．片山 8)は，青梅市を対象

地域として地域交通環境を算出し，65 歳以上にアンケ

ート調査を行い，地域交通環境や個人属性，生活状況と

免許返納意向の関係を明らかにした．その結果，地域交

通環境のうち道路幅員 3.0m以上 5.5mの道路密度が免許

返納意向と相関があることを示した．榎本 9)は，山梨県

上野原市を対象地域として，免許返納に対する心理的要

因に着目して研究を行った．返納者に対して行ったアン

ケート調査の結果，返納を検討したきっかけとして高齢

ドライバーの事故報道，身体の衰えに伴う運転技術への

不安，家族からの勧めが共通する要因としてあげられた．

また，免許更新・保有者に向けて行ったアンケート調査

によって，運転継続理由に関して，居住地域によって差

があることが示された．駅や商店に近い，利便性の高い

地域においてはまだ運転出来るという自信の能力に対し

て心理的傾向から運転を継続している人が多いことが示

された．一方で，公共交通が不便な地域においては，交

通環境が不十分であるからという理由で運転を継続して

いる人が多いことを明らかにした． 

峰松 10)らの研究においても，高齢者の運転免許返納理

由について述べられていた．公共交通機関の少ない地域

に居住しており，運転免許返納から 3か月から 2年経過

した 75 歳以上の高齢者を対象に半構造化面接を行った

結果，免許返納理由は認知症・認知機能低下，身体機能

の低下，事故予防のための 3つのタイプがあることが示

された．事故予防のために返納したと答えた人は，報道

や家族の勧めで返納を考えるようになり，事故を起こし

たくないと考えるに至っていた．また，この理由で返納

していた人は，家族や友人の協力があることにより，車

の代替手段があることも返納の決め手に挙げていた． 

  

(2) 本研究の位置づけ 

既存研究では，返納者のみに対して研究を行っている

ものや，返納者，更新者に対してそれぞれ異なる内容を

聞いているものが多い．本研究では，返納者・更新者に

対してほぼ同じ内容のアンケートを取ることで，両者を

比較し，それぞれの特徴を明らかにする．そして，免許

返納に係る要因について明らかにする．また，本研究で

行ったアンケートでは，運転や生活の状況に対する心情

や考えに関する項目を多く聞いていることから，その心

情や考えを持った人の個人属性や居住している環境に関

する特徴も明らかにしていることも，新規性があるとい

える． 

 

 

3. 研究の流れと対象地域の特性 

 

本研究では，地域の交通環境と免許返納・更新との関

係を明らかにすることを目的としている．そのために，

地域交通環境として，アクセシビリティや，地域の歩き

やすさを評価するウォーカビリティ，面積当たりの道路

の長さを示す幅員別道路密度などを算出する．またそれ

らのデータを公益財団法人交通事故総合分析センター

（以下 ITARDA）と茨城県警察本部との共同研究で収集

された，茨城県を対象に実施したアンケート調査を用い

て，アンケート回答者の居住地の交通環境と様々な意識

との関係性を明らかにする．そのために，共分散構造分

析を行う．また，返納理由のデータを同様に地域の交通

環境との関係で分析する． 

アンケート調査が茨城県を対象としていることから，

茨城県の特色を述べる．地形は県の北部・北西部にかけ

ては山地が位置しており，中央部から南西部にかけては

関東平野の一部の常総平野が広がっている 11)．高齢化の

状況は，令和 3年 7月 1日における 65歳以上の人口に

占める割合は，30.1％であり 12)，これは全国平均の

29.0％に比べ高い．令和 22 年には，65 歳以上高齢化率

が 38.2％になることが予測されており，他の都道府県と

同様に高齢化が進行すると考えられている．高齢免許保

有者についても年々増加しており，令和 2 年は平成 22

年に比べて約 1.6 倍になった 13)．高齢者の運転免許返納

状況は，運転免許証の返納率を高齢者講習受講者数（75

歳以上）に対する取消申請数（75 歳以上）の割合で表

した場合，令和二年度は 12.5%である 14)．これは全国で

44 位の値であり，免許返納割合は他の都道府県に比べ

て低いと考えられる． 

地域交通環境を評価するために，本研究ではアクセシ

ビリティとウォーカビリティを算出した．アクセシビリ

ティ指標は「ある任意の出発地から目的地までの交通利

便性を示す」指標である．本研究では，国土交通省国土

交通政策研究所が公表している交通アクセシビリティ指

標に関する調査研究 15)をもとに，自動車を用いた場合の
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アクセシビリティと，公共交通機関を用いた場合のアク

セシビリティを算出した．本研究では，医療施設・行政

施設・最寄品施設・買回品施設へのアクセシビリティを

算出したが，ここでは医療施設へのアクセシビリティの

算出結果を例として記載する(図-1，図-2)． 

 

図-1 医療施設への車によるアクセシビリティ 

 

図-2 医療施設への公共交通によるアクセシビリティ 

ウォーカビリティは，「自動車以外の歩行や自転車に

おける移動を促進するような生活環境」を算出すること

を想定し、加登による研究を参考に様々な施設や道路の

密度を変数として，主成分分析を用いて算出した．その

結果を図-3 に示す．色が濃く出ている地域ほどウォー

カビリティが高い．県庁所在地の水戸や，県南部の都市

化した地域でウォーカビリティが高くなっている． 

 

図-3 ウォーカビリティの算出結果 

4. 実証研究 

 

(1) アンケート調査 

先に述べた共同研究で収集されたアンケート調査は，

2021年 3月 1日～5月 28日に実施された．更新者向けの

アンケートは，県内 5地域の教習所 5校に送付され，返

納者向けのものは，県内 27 警察署に送付され，アンケ

ート項目に全て答えた回答は，更新者が 339 件，返納

者が 161 件であった．この完全に回答しているサンプ

ルを分析に用いた．  

アンケートの具体的内容を以下に示す 

 

a) 更新者向け 

・個人属性（住所、年齢、性別、同居者など） 

・外出状況（運転目的，外出・運転・徒歩頻度） 

・運転状況（運転車種，事故回数，ヒヤリ体験の頻度な

ど） 

・意識（運転に対する自信，自分が健康であるかどうか，

日常生活に満足しているかなど） 

・その他（更新理由，役立つ支援など） 

b) 返納者向け 

・個人属性（住所、年齢，性別，同居者など） 

・外出状況（運転目的，外出・運転・徒歩頻度） 

・運転していた時の状況（運転車種，事故回数，ヒヤリ

体験の頻度など） 

・意識（運転に対する自信，自分が健康であるかどうか，

日常生活に満足しているかなど） 

・その他（返納理由，役立つ支援など） 

 

(2)  返納者行動の分析 

 免許返納者の特徴を掴むために，目的変数として返納

したかどうかとして，返納者を１，更新者を 0とした二

項ロジスティック回帰を行った結果を表-1に示した．な

お，表には，有意な係数を持った項目のみ示している．

結果を見ると，個人属性について，年齢が高いほど返納

割合が高まり，同居者がいない方の返納率が高いという

予想とは異なる特徴も見られた．生活については，運転

頻度が低いという傾向が見られた．居住地の特徴として

は，医療施設への公共交通機関によるアクセスがしやす

い，農地土地被覆の割合が高い，幅員 3.0m以上 5.5m未

満の道路密度が小さい，5.5m 以上 13m 未満道路密度が

大きい，標高差が大きいといったものが示された．これ

らは郊外部の特性のように考えられ，予想に反した結果

である．また，態度に関する項目として，同年代の運転

が危険だと思う，自分は健康ではないと思う方の返納率

が高いという傾向が見られた．運転車種や，運転目的に

関しても，返納者の特性がみられ，普通乗用車や軽自動

車を普段利用する人の返納率が低いことが示された． 
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表-1 返納者の特性分析 

説明変数 係数 

７０～７４歳 -1.39 

８０～８４歳 1.25 

８５～８９歳 2.55 

同居者なし 0.988 

運転頻度月換算 -0.0807 

外出頻度月換算 -0.0392 

公共交通機関医療施設アクセシビリティ -0.0434 

農地土地被覆 4.12 

幅員 3.0m以上 5.5m未満道路密度 -2980 

幅員 5.5m以上 13m以下道路密度 208 

標高差 0.0236 

事故経験あり 1.10 

同年代の運転は危険だと思う 1.22 

自分は健康だ -0.992 

運転車種＿普通乗用車 -2.01 

運転車種＿軽自動車 -2.34 

運転車種＿軽トラック -1.56 

運転目的＿通勤 1.31 

運転目的＿通院 -0.979 

運転目的＿家族の送迎 0.659 

運転目的＿ドライブ -0.956 

 

(3) 構造方程式モデルによる分析 

 

先の分析で明らかになった返納に関連する要因を参考

に，「運転や生活に対する考えに対する考えと個人属

性・行動などの要因が関連する」，「運転に対する自信

や、運転に対する危険意識にはヒヤリ頻度と関連する」

との仮説を立てた．これらの仮説に応じて，免許返納者

と返納者の違いを示す構造方程式モデルを作成した．説

明変数を表-2に推定結果を図-4に示した． 

 

表-2 構造方程式モデルの説明変数概要 

分類 説明変数 

免許返納 返納あり―なし 

個人属性 年齢 

行動頻度 運転頻度，徒歩頻度，外出頻度 

交通環境 アクセシビリティ，ウォーカビリティ 

心情等 運転に対する自信 

運転の危険性に関する態度 

周囲の運転マナー 

同年代の運転の評価 

自己の健康度 

経済状況への満足度 

日常生活への満足度 

人生満足度 

周囲とのつながりに対する満足度 

運転状況 ヒヤリ頻度 

 

免許返納に直接関連しているのは、「健康自己評価」

「運転への自信」「運転に対する危険意識」「運転頻

度」であることが分かった。これは著者らが想定した仮

説を支持する結果であった．また，「運転頻度」は「運

転への自信」や、「運転に対する危険意識」にも関連し

ており，「運転頻度」の高い人は「運転への自信」が上

がり，「運転に対する危険意識」が下がる傾向も見られ

た．「ヒヤリを感じる頻度」は「満足度」と負の相関関

係にあることが分かった．この結果から，ヒヤリ頻度が

高いと満足度が下がってしまうことが示唆された．「ヒ

ヤリを感じる頻度」についてはこの他にも「運転への自

信」「運転に対する危険意識」とも関連がある．「運転

への自信」とは負の相関関係にあり，「運転に対する危

険意識」とは相関関係にある．この結果から，間接的に

運転免許返納と関連していることが考えられる．  

個人属性につい

ては 74 歳以下で

は「外出頻度」が

高い，「運転に対

する危険意識」が

低いといった傾向

が見られた．地域

交通環境に関して，

「地域交通環境が

良いほど運転頻度

が低くなる」との

仮説を立てていた

が、両者に有意な

関連は見られなか

った．その一方で、

「地域交通環境」

は、「外出頻度」
 

図-4 構造方程式モデルの推定結果 
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に影響を及ぼしていることが分かった。つまり地域交通

環境が良い地域では、外出頻度が高くなるということが

パス図から読み取れた。また、「外出頻度」は「運転頻

度」と相関関係にあることから、地域環境の改善が必ず

しも運転頻度の減少につながるわけではないということ

が示唆された．  

 

(4) 返納理由に関する分析 

返納者向けのアンケートでは，返納理由を以下の項目

から当てはまるもの全てを選択していただいた． 

①運転理由がなくなった 

②運転ミスが増えてきたから 

③身体に衰えを感じた 

④病気やけがをしたから 

⑤事故や違反をしたから 

⑥更新のタイミングだから 

⑦返納を勧められたから 

⑧交通事故のニュースをみたから 

⑨同年代の運転を見て危険だと感じたから 

⑩その他（自由記述） 

この回答状況は以下のようになった（図-5）．「身体

に衰えを感じた」，「更新のタイミングが来た」，「周

囲から返納を勧められた」の順に多く挙げられているこ

とから，身体に衰えを感じたことを理由に返納を選択す

るという，榎本や峰松らによる研究で挙げられていたも

のと同じであった． 

 

 

図-5 返納理由選択状況 

 

この返納者を対象として返納理由を目的変数とした二

項ロジスティック回帰を行った．この分析によって，そ

れぞれの理由で返納に至った人の特徴を明らかにするこ

とが可能になる．今回は，「周囲から返納を勧められ

た」ことを返納理由に挙げている人の特徴について分析

結果を示した（表-6）．有意でない変数は網掛けされて

いる．年齢は 85歳以上 89歳以下が有意になり，年齢が

高い人は他の人に返納を勧められる傾向があること，ま

たは勧めに応じることが多い傾向があることが読み取れ

た．ほかにも，買回品施設への公共交通機関によるアク

セスがしやすい，運転目的に買い物を挙げているといっ

た傾向がみられた．これらの結果から，運転目的地への

公共交通利便性が高いことで，勧めに応じた返納を行え

るということが示唆された．  

 

表-6 「周囲から返納を勧められたから」の選択モデル 

変数名 係数 ｐ値 

８５～８９歳 1.30 0.029* 

９０歳以上 1.91 0.058. 

同居者＿孫 -1.13 0.127 

公共交通・買回品ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ -0.118 0.012* 

農地土地被覆 -2.08 0.070. 

幅員 5.5m以上 13.0m未満道路密度 -185.4 0.099. 

ヒヤリ頻度が高い 0.760 0.096. 

事故経験あり 1.05 0.113 

運転車種＿普通乗用車 -1.40 0.019* 

運転車種＿軽乗用車 -1.41 0.025* 

運転車種＿大型トラック 35.8 0.996 

運転車種＿大型・普通バイク -179 0.995 

運転目的＿仕事 -170 0.991 

運転目的＿買い物 1.37 0.033* 

 

 

5. おわりに 

 

本研究では，返納者と更新者の居住環境や個人属性，

心情・考えに関して比較を行い，それぞれの特徴を明ら

かにし，運転免許返納を妨げている要因を明らかにした． 

返納者の居住地や個人属性の特徴は，返納者には運転

頻度が低い，居住地の医療施設へのアクセスがしやすい

といった傾向が見られた．また，心情・考えに関しては，

同年代の運転が危険だと思う一方で，自分は健康ではな

いと思う傾向が見らえた．つづいて，共分散構造分析モ

デルを推定した．その結果，運転免許返納には，運転頻

度や運転への自信，運転に対する危険意識や健康自己評

価が関わっていることが明らかになった．このことから，

運転に対する適切な自己評価，危険を認識する仕組みを

導入することが適切な方の返納や継続に有効であると考

えられる．このことは，すでに高齢者講習等で実施され

ていることではあるが，今回の分析にて改めて有効性が

示された．また，地域交通環境の改善は，外出頻度を上

げることにつながり，運転頻度を上げたり，健康自己評

価を上げたりすることから，必ずしも運転免許返納につ

ながるわけではないということが示唆された． 

また，返納理由に関する分析を行った．返納理由は

「身体に衰えを感じたから」，「更新のタイミングが来
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たから」，「周囲から返納を勧められたから」の順に多

く挙げられていた．このなかで，「周囲から返納を勧め

られた」ことを返納理由に挙げていた人を 2項ロジステ

ィック回帰で分析した結果，運転目的については，買い

物であり，居住地の買回品施設への公共交通機関による

アクセスがしやすいという傾向が見られた．このことか

ら，運転目的地への公共交通機関によるアクセスをしや

すくすることにより，家族など周囲からの勧めを聞き入

れ，返納することができるということが考えられた． 

以上の分析から，単に交通環境を改善するだけでなく， 

高齢者に必要とされている公共交通改善をするべきであ

るということが示された．今後，高齢者ニーズにあった

さらなる交通環境改善が，高齢運転者の安全安心につな

がると考えられる． 

 

謝辞：本研究は公益財団法人交通事故総合分析センター

と茨城県警察本部との共同研究「茨城県における効果的

な高齢運転者の交通事故低減方策に関する調査研究」の

一環として実施したものである. 
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